
 

1 

 

 
第
四
五
三
回 

青
葉
会
句
会
報 

 

令
和
六
年
一
月
二
十
五
日(

木)  
 

於
：
丸
紅
本
社
４
階
会
議
室 

 
 

選 
 
 

者 
 
 

川
口
孤
舟 

 

出 

席 
者 

 

柿
崎
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

豊
田
ゆ
た
か 

西
澤
國
護 

長
谷
見
び
ん 

古
川
百
合
子 

投
句
・
選
句 

 
今
井
紀
久
男 

 

熊
谷
く
に
お 

小
早
健
介 

朱
牟
田
恵
洲 

高
橋
康
敏 

田
島
正
己 

 
土
谷
堂
哉 

中
川
雅
夫 

福
島
正
明 

古
田
昇 

星
田
啓
子 

宮
内
規
雄 

山
崎
亜
也 

 
山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

  

 

選
句
の
み 

 
 

伊
賀
山
そ
ら
お 

梅
崎
く
す
を 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

 

《
互 

選 

句
》
〇
は
選
者
の
特
選 

 
◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

十
点 

 

歳
と
へ
ば
手
袋
と
つ
て
指
を
出
す 

 
と
み
子 

（
孝
・
恵
・
康
・
〇
堂
・
雅
・
隆
・
昇
・
規
・
三
・
天
） 

老
の
賀
の
小
さ
き
お
洒
落
冬
帽
子 

 
 

盛
雄 

（
紀
・
く
す
・
と
・
龍
・
清
・
己
・
堂
・
ゆ
・
雅
・
允
） 

 

九
点 

 

点
と
な
る
鳥
影
染
め
て
寒
落
暉 

 
 
 

孤
舟 

（
く
す
・
五
・
と
・
康
・
己
・
び
・
允
・
け
・
〇
三
） 

◎
寒
柝
や
顎
ま
で
浸
か
る
仕
舞
風
呂 

 
 

康
敏 

（
く
す
・
孤
・
五
・
く
・
恵
・
清
・
〇
允
・
昇
・
盛
） 

 

八
点 

 

初
釜
や
な
か
な
か
伸
び
ぬ
畳
み
皺 

 
 

五
郎
太 

（
紀
・
と
・
恵
・
康
・
己
・
〇
正
・
啓
・
亜
） 

◎
能
登
の
海
荒
れ
て
元
旦
暮
れ
ゆ
け
り 

 
 

び
ん 

（
〇
そ
・
孤
・
く
・
ゆ
・
〇
龍
・
國
・
〇
昇
・
規
） 

 

七
点 

 

つ
く
ば
ひ
の
水
の
細
さ
や
ひ
め
つ
ば
き 

 
 
 
  

孤
舟 

 

（
孝
・
恵
・
康
・
雅
・
規
・
亜
・
け
） 

 

六
点 

 

天
金
の
頁
ぱ
り
つ
と
初
日
記 

 
 
 
 
 
  

 

と
み
子 
 
  

（
健
・
く
・
千
・
〇
孝
・
〇
啓
・
三
） 

初
芝
居
は
ね
て
老
舗
の
酒
で
締
む 

 
 
 
 
 
  

千
恵 

 
  

（
紀
・
孤
・
く
・
ゆ
・
允
・
正
） 

地
異
非
情
終
末
思
ふ
三
が
日 

 
 
 
 
 
 
 
  

び
ん 

 
 
 

（
紀
・
そ
・
健
・
正
・
百
・
亜
） 

◎
初
夢
や
諍
ひ
の
な
き
星
に
住
む            
  

  

昇 
 
  

（
孤
・
と
・
び
・
正
・
啓
・
亜
） 

あ
れ
や
こ
れ
や
越
せ
ぬ
坂
あ
り
寝
正
月 

 
 
 
  

盛
雄 

 
 
 

（
く
す
・
孝
・
ゆ
・
隆
・
び
・
百
） 

 

 

五
点 

 

リ
ハ
ビ
リ
の
湯
舟
に
浸
か
り
初
日
富
士 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

（
忠
・
と
・
び
・
允
・
盛
） 

 
 
 
 
 
 

コ
ン
ト
レ
イ
ル 

燃
ゆ
る
ご
と
結
露
の
筋
や
冬
夕
焼 

 
 
 
 
 
  

啓
子 

  
 
(

紀
・
〇
健
・
孝
・
己
・
昇) 

 

四
点 

 

月
面
に
兎
は
居
た
か
骨
正
月 

 
 
 
 
 
 
 
  

健
介 

 
 

（
五
・
〇
と
・
千
・
啓
） 

蓮
根
に
飾
り
包
丁
大
み
そ
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
恵
・
清
・
け
・
天
） 

深
鍋
に
煮
込
む
ボ
ル
シ
チ
雪
の
夜 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
  

（
恵
・
昇
・
亜
・
天
） 

我
が
生
き
る
意
味
を
問
い
つ
つ
初
風
呂
に  

 
  

ゆ
た
か 

 
  

（
紀
・
國
・
隆
・
正
） 

初
富
士
の
龍
神
の
ご
と
海
に
立
つ 

 
 
 
 
 
   

 

昇 
 
  

（
そ
・
忠
・
五
・
け
） 

山
道
の
地
蔵
の
頭
残
る
雪 

 
 
 
 
 
 
 
   

 

国
護 

 
  

（
千
・
た
・
清
・
雅
） 

津
波
跡
廃
市
を
覆
ふ
雪
の
空 

 
 
 
 
 
 
 
  

び
ん 

 
  

（
五
・
己
・
堂
・
隆
） 

去
年
今
年
棒
に
残
り
し
深
き
痕 

 
 
 
 
 
 
 

百
合
子 

  
 

（
康
・
隆
・
啓
・
盛
） 



 

2 

 

三
点 

 

雑
煮
食
う
妻
の
味
に
慣
れ
五
十
年 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

（
紀
・
國
・
三
） 

山
茶
花
の
零
れ
水
輪
の
二
つ
三
つ 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

（
く
・
允
・
三
） 

◎
年
の
豆
噛
み
な
が
ら
読
む
鬼
平
帳 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

（
孤
・
啓
・
三
） 

浅
草
か
ら
巣
立
つ
若
手
の
初
芝
居 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

（
紀
・
忠
・
天
） 

凧
上
げ
る
子
等
を
見
か
け
ぬ
野
原
か
な 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
健
・
雅
・
百
） 

子
も
親
も
皆
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
昭
和
か
な 

 
 
 

正
己 

 
 
 

（
紀
・
堂
・
百
） 

大
吟
醸
残
り
は
燗
に
五
日
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

（
紀
・
〇
く
す
・
健
） 

村
恋
し
地
蔵
菩
薩
の
赤
頭
巾 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

（
龍
・
ゆ
・
規
） 

元
旦
や
若
き
雌
鶏
初
た
ま
ご 

 
 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 

（
清
・
規
・
〇
盛
） 

◎
初
寄
席
や
積
る
憂
き
こ
と
忘
れ
つ
つ 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
そ
・
紀
・
孤
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
桂
米
朝
一
門
落
語
会
） 

 

二
点 

 

元
旦
の
大
地
震
（
お
お
な
ゐ
）
津
波
震
撼
す 

 
 

紀
久
男 

  
 
 

（
忠
・
雅
） 

お
目
出
と
う
云
へ
ぬ
正
月
な
ゐ
と
事
故 

 
 
 
 

忠
彦 

 
  

（
千
・
ゆ
） 

八
代
さ
ん
悼
み
熱
燗
鯣
噛
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
く
・
正
） 

木
蓮
の
冬
芽
ふ
く
ら
む
開
基
廟 

 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
  

（
た
・
百
） 

初
筑
波
万
葉
の
歌
碑
か
が
よ
へ
り 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
〇
己
・
亜
） 

花
び
ら
餅
「
良
い
お
年
を
」
と
渡
さ
る
る 

 
 
 

千
恵 

 
 
 

（
紀
・
天
） 

ひ
と
り
鍋
四
つ
切
白
菜
も
て
あ
ま
す 

 
 
 
 
 

恵
洲 

  
 

（
く
す
・
そ
） 

◎
初
日
待
つ
浜
辺
は
風
と
波
の
音 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
  

（
孤
・
た
） 

鉦
太
鼓
獅
子
舞
巡
る
江
戸
風
情 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
   

(
そ
・
昇) 

我
が
庭
に
小
鳥
訪
れ
初
音
き
く 

 
 
 
 
   

ゆ
た
か 

  
 

（
た
・
び
） 

◎
曽
祖
父
に
な
る
辰
年
の
御
正
月 

 
 
     

 
 

正
明 

 
  

（
孤
・
千
） 

◎
春
近
し
ふ
く
ら
雀
の
妊
婦
さ
ん 

 
     

 
 

百
合
子 

  
 

（
孤
・
け
） 

バ
ス
通
り
裏
の
山
茶
花
美
し
く 

 
 
 
 
   

 

規
雄 
  

 

（
國
・
隆
） 

◎
目
鼻
立
ち
奇
妙
が
よ
ろ
し
福
笑
ひ 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
  

（
孤
・
清
） 

出
張
は
鮟
鱇
次
第
大
洗 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

  
 

（
千
・
堂
） 

 
 
 
 
 
 
 

一
点 

 

お
見
舞
い
の
賀
状
嬉
し
や
即
礼
状 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
   

（
盛
） 

除
夜
の
夜
救
急
の
音
に
無
事
祈
る 

 
 
 
 
 
  

忠
彦 

    

（
紀
） 

 
 
 

 
 

故
郷
（
く
に
）
遠
く
旅
愁
口
ず
さ
む
寒
き
夜  

    

仝 
 
    

（
紀
） 

 
 

日
記
買
ふ
船
出
は
白
紙
か
ら
記
す 

 
 
 
 
   

孤
舟 

  
  

（
健
） 

お
伽
噺
を
聴
い
て
ゐ
る
炬
燵
猫 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
  

  

（
堂
） 

金
柳
の
先
を
結
び
て
年
迎
ふ 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
   

（
康
） 

原
稿
に
朱
を
ま
た
加
ふ
寒
の
入
り 

 
 
 
 
 
 
 

仝      

（
び
） 

妻
と
母
の
味
重
な
る
わ
が
雑
煮 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
  

（
忠
） 

寒
の
水
明
る
き
方
へ
向
き
て
飲
む 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
  

（
紀
） 

雪
し
ま
き
壊
れ
し
能
登
の
家
並
か
な 

 
 
 
 
 

健
介 

 
  

（
紀
） 

ボ
ロ
市
に
美
形
の
匙
を
見
つ
け
た
り 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
  

（
龍
） 

天
災
に
も
寒
さ
に
も
耐
え
わ
が
同
胞
（
は
ら
か
ら
）  

恵
洲 

 
  

（
孝
） 

大
根
を
供
え
て
旨
し
待
乳
山 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
  

（
紀
） 

数
え
日
に
コ
ー
ル
ド
ム
ー
ン
中
天
に 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
  

（
龍
） 



 

3 

 

日
々
替
わ
る
気
温
の
変
化
や
小
夜
時
雨 

 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
龍
） 

買
初
に
躊
躇
躊
躇
の
定
年
後 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 

（
紀
） 

雪
載
せ
て
特
急
雷
鳥
比
良
を
背
に 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
け
） 

初
歌
舞
伎
仲
見
世
抜
け
て
蕎
麦
の
店 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
忠
） 

初
富
士
や
遠
く
望
め
ば
七
変
化      

      
 
 

仝 
 
 

（
規
） 

新
年
に
心
身
立
て
ん
と
経
を
読
む 

 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 

（
國
） 

正
月
の
か
た
づ
け
語
る
夫
婦
道 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

水
浅
く
野
火
止
沿
い
て
枯
れ
葉
踏
み 

 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
紀
） 

焼
き
芋
の
声
聞
か
さ
れ
て
サ
ン
ダ
ル
を 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
天
） 

寒
波
来
る
歩
く
姿
も
縮
ま
り
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
た
） 

辰
年
の
地
異
に
追
は
れ
し
御
慶
か
な 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
盛
） 

元
日
や
天
人
災
の
告
げ
る
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

（
百
） 

初
夢
や
写
真
の
父
母
に
赤
子
い
て 

 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 

（
國
） 

初
夢
も
壊
れ
し
能
登
の
平
家
の
地 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
） 

初
御
空
（
は
つ
み
そ
ら
）
バ
ス
通
り
裏
思
い
出
す 

 

規
雄 

 
 

（
紀
） 

多
聞
寺
は
ち
ょ
っ
と
遠
く
て
七
福
神 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
五
） 

喪
中
な
り
年
玉
代
わ
り
に
お
小
遣
い 

 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
た
） 

 

                 

     
 

     
 

     
 

     
 

     

【
句 

 

評
】 

十
点
句 

歳
と
へ
ば
手
袋
と
つ
て
指
を
出
す 

 
 
 

と
み
子 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
幼
い
子
に
「
い
く
つ
？
」
と
聞
く
と
。
首
か
ら
さ
げ
た
毛
糸
の
ミ
ト
ン
の
片
方
を
脱
ぎ
、
無 

言
の
ま
ま
指
で
答
え
た
。 

参
考
「
年
き
け
ば
ち
や
ん
ち
や
ん
こ
よ
り
指
出
し
て 

長
谷
川
双
魚
」 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
か
わ
い
ら
し
く
、
よ
く
わ
か
る
句
で
す
が
，
歳
は
齢
の
字
が
良
い
と
思
い
ま
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
子
供
の
仕
草
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
可
愛
い
！ 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
礼
」
は
西
洋
人
が
失
っ
て
日
本
人
に
残
る
敬
意
の
対
象
ら
し
い
。
し
か
し
近
年
日
本
人
も 

失
い
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
何
本
の
指
を
出
さ
れ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
手
袋
で
は
実
感
が
湧
か
な
い
で
し
ょ
う
ね
。 

口
で
云
わ
ぬ
と
こ
ろ
が
い
い
で
す
ね
。 

老
の
賀
の
小
さ
き
お
洒
落
冬
帽
子 

 
 
 
 

盛
雄 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
年
に
関
係
な
く
お
洒
落
を
楽
し
み
た
い
も
の
で
す
、
ど
ん
な
帽
子
か
な
？ 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
老
の
身
と
お
洒
落
な
帽
子
の
取
り
合
わ
せ
が
面
白
い
で
す
。 

 

九
点
句 

点
と
な
る
鳥
影
染
め
て
寒
落
暉 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
鮮
や
か
に
景
が
、
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
冬
の
夕
焼
け
を
バ
ッ
ク
に
鳥
が
飛
ん
で
行
く
最
後
は
点
に
な
っ
て…

。
冬
の
夕
焼
け
は
山
野 

に
市
街
に
余
韻
を
残
す
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・
寒
落
暉
と
い
う
季
語
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
締
ま
る
よ
う
な
寒
さ
に
輝
く
夕
日
と
そ
れ 

に
照
ら
さ
れ
た
鳥
影
を
「
点
」
と
表
現
さ
れ
た
視
覚
的
セ
ン
ス
が
好
き
で
す
。 

 



 

4 

 

寒
柝
や
顎
ま
で
浸
か
る
仕
舞
風
呂 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
家
族
で
最
後
の
湯
に
浸
か
っ
て
い
る
と
寒
柝
の
音
が
。
火
の
元
を
十
分
確
認
し
て
休
も
う
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
芝
居
の
一
場
面
の
よ
う
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
昔
懐
か
し
い
一
句
。
火
の
用
心
の
拍
子
木
も
聞
か
れ
な
く
な
っ
て
久
し
い
で
す
ね
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
夜
遅
く
仕
舞
風
呂
に
ゆ
っ
た
り
と
浸
っ
て
い
る
と
、
夜
寒
に
打
ち
鳴
ら
す
拍
子
木
の
音
が
聞
こ 

え
て
く
る
。
懐
か
し
い
昭
和
の
景
が
よ
み
が
え
る
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
夜
回
り
の
拍
子
木
の
音
を
聴
き
な
が
ら
一
日
の
疲
れ
を
癒
す
仕
舞
風
呂
。
ご
苦
労
さ
ん
で
し 

た
。
中
七
が
良
か
っ
た
。 

 

八
点
句 

初
釜
や
な
か
な
か
伸
び
ぬ
畳
み
皺 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
着
物
姿
で
、
初
釜
に
行
か
れ
た
改
ま
っ
た
雰
囲
気
が
、
伝
わ
り
ま
し
た
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
お
茶
の
心
得
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
さ
も
あ
り
な
ん
、
と
思
わ
れ
ま
す
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
初
釜
の
た
め
に
取
っ
て
置
い
た
着
物
を
箪
笥
か
ら
出
す
と
、
く
っ
き
り
畳
み
皺
が
。
ア
イ
ロ
ン 

掛
け
る
と
正
絹
の
生
地
が
傷
む
し…

色
々
と
苦
労
さ
れ
て
い
る
ご
様
子
だ
。 

正
明
さ
ん
・
・
・
偶
の
お
茶
会
、
皺
が
責
め
て
い
る
よ
う
で
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
品
は
よ
く
て
も
月
並
み
な
句
に
な
り
が
ち
な
季
語
の
世
界
に
、
あ
え
て
雑
念
を
投
げ
込
み
軽
み
に 

転
じ
た
功
。 

能
登
の
海
荒
れ
て
元
旦
暮
れ
ゆ
け
り 

 
 
 
 
 

び
ん 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
停
電
で
暗
闇
の
中
で
茫
然
と
し
て
い
る
人
々
に
お
構
い
な
く
夜
は
深
ま
っ
て
ゆ
く
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
日
本
海
の
動
き
は
何
時
も
何
か
ハ
ッ
と
感
じ
て
し
ま
う
我
。
今
年
は
大
事
件
が
有
る
や
も 

昇
さ
ん
・
・
・
・
希
望
に
満
ち
た
楽
し
い
元
日
が
突
然
の
大
地
震
で
一
変
。
地
元
の
惨
状
や
悲
痛
の
声
が
海
荒 

れ
て
の
措
辞
で
よ
く
分
か
り
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！ 

規
雄
さ
ん
・
・
・
能
登
半
島
の
地
震
大
変
で
し
た
。
し
か
も
め
で
た
い
年
の
初
め
の
夕
暮
れ
時
。
胸
が
痛
み
ま 

す
。 

 

七
点
句 

つ
く
ば
ひ
の
水
の
細
さ
や
ひ
め
つ
ば
き 

 
 
 
 

孤
舟 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
蹲
の
細
い
水
と
ひ
め
つ
ば
き
が
よ
く
ハ
モ
っ
て
い
ま
す
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
茶
庭
に
置
か
れ
た
蹲
、
筧
か
ら
の
水
は
細
い
。
歳
時
記
で
は
姫
椿
は
山
茶
花
の
傍
題
。 

本
来
、
茶
庭
に
は
花
を
観
賞
す
る
木
は
植
え
な
い
。
そ
の
た
め
作
者
は
ひ
め
つ
ば
き
を
選
ん 

だ
の
だ
ろ
う
。 

亜
弥
さ
ん
・
・
・「
細
さ
」
へ
の
着
眼
が
い
い
。 

 

六
点
句 

天
金
の
頁
ぱ
り
つ
と
初
日
記 
 
 
 
 
 
  

 

と
み
子 

 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
天
金
の
日
記
と
は
豪
華
版
で
す
ね
。
た
し
か
に
開
い
た
ら
ぱ
り
っ
音
が
し
そ
う
。 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
思
い
切
っ
て
購
入
し
た
高
級
日
記
帳
を
使
い
始
め
る
に
あ
た
り
、
天
金
の
頁
を
「
ぱ
り
っ
と
」

開
く
こ
と
で
年
頭
の
決
意
の
程
が
窺
わ
れ
ま
す 

啓
子
さ
ん
・
・
・
今
年
初
め
て
筆
を
入
れ
る
天
金
の
日
記
。
パ
リ
っ
と
開
く
元
日
の
頁
。
今
年
は
そ
れ
を
希
望
の 

音
と
捉
え
た
い
。 

初
芝
居
は
ね
て
老
舗
の
酒
で
締
む 

 
 
 
 
 
  

千
恵 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
１
月
５
日
浅
草
演
芸
場
で
の
歌
舞
伎
観
劇
後
の
一
杯
は
最
高
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
同
感
で
す
。 

私
は
酒
の
代
わ
り
に
蕎
麦
で
締
め
ま
し
た 

 



 

5 

 

地
異
非
情
終
末
思
ふ
三
が
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
元
日
の
能
登
半
島
地
震
に
始
ま
り
次
々
と
起
こ
る
非
情
な
出
来
事
、
例
年
の
三
が
日
と
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

異
な
る
三
が
日
で
し
た
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
進
行
中
の
災
害
で
安
易
な
論
評
が
許
さ
れ
な
い
中
、「
非
情
」
の
一
語
が
作
者
の
切
実
な
思
い 

を
表
し
て
救
い
に
な
っ
て
い
る
。 

紀
久
男
・
・
・
・
火
山
の
多
い
地
震
列
島
に
住
ん
で
い
る
我
々
。
元
旦
に
襲
わ
れ
ま
だ
余
震
あ
り
、
地
滑
り 

（
嘗
て
吟
行
し
た
新
潟
市
の
拉
致
の
浜
の
海
寄
り
で
す
）、
海
底
隆
起
が
富
山
・
石
川
・
福
井
の 

北
陸
三
県
に
も
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
寒
明
け
の
春
が
待
た
れ
ま
す
。 

初
夢
や
諍
ひ
の
な
き
星
に
住
む            

  

昇 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
せ
め
て
初
夢
で
で
も
よ
い
か
ら
、
平
和
で
安
心
し
て
生
き
ら
れ
地
球
に
な
っ
て
ほ
し
い
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
初
夢
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
と
、
祈
り
を
込
め
て
、
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

正
明
さ
ん
・
・
・
今
回
の
佳
作
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ガ
ザ
の
争
い
を
見
る
と
人
間
の
性
根
が
見
え
て
来
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
戦
争
、
紛
争
、
政
争
な
ど
多
々
あ
る
悪
し
き
こ
と
す
べ
て
を
括
弧
に
入
れ
、
夢
で
裏
返
し
て 

歎
じ
た
巧
み
さ
。 

あ
れ
や
こ
れ
や
越
せ
ぬ
坂
あ
り
寝
正
月 

 
 
 
  

盛
雄 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
寝
て
ゐ
て
は
越
せ
ぬ
坂
」
を
持
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
あ
ま
り
に
衝
撃
的
な
出
来
事
か
ら
始
ま
っ
た
正
月
、
ぼ
っ
ー
と
過
ご
し
て
い
た
日
常
を
思
い
返 

し
な
が
ら
思
っ
た
心
境
で
し
た
。 

 

五
点
句 

リ
ハ
ビ
リ
の
湯
舟
に
浸
か
り
初
日
富
士 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
ご
快
復
を
、
待
ち
望
ん
で
お
り
ま
す
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
長
期
の
辛
抱
が
肝
心
と
言
わ
れ
る
リ
ハ
ビ
リ
。
作
者
の
心
境
が
充
分
に
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

コ
ン
ト
レ
イ
ル 

燃
ゆ
る
ご
と
結
露
の
筋
や
冬
夕
焼 

 
 
 
 
 
  

啓
子 

  
 

健
介
さ
ん
・
・
・
冬
中
悩
ま
さ
れ
る
結
露
を
美
し
い
と
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
動
。 

 

四
点
句 

月
面
に
兎
は
居
た
か
骨
正
月 

 
 
 
 
 
 
 
  

健
介 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
無
事
着
陸
。
こ
の
と
こ
ろ
月
が
大
き
く
、
影
も
よ
く
見
え
る
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
月
面
探
査
機
の
着
陸
の
報
も
あ
り
、
季
語
の
取
り
合
わ
せ
が
、
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
世
界
第
五
番
目
の
月
面
着
陸
、
ち
ょ
っ
と
誇
ら
し
い
で
す
。 

蓮
根
に
飾
り
包
丁
大
み
そ
か 

 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
節
料
理
に
加
え
る
ち
ょ
っ
と
し
た
心
遣
い
。
亡
母
、
亡
妻
の
口
に
馴
染
ん
だ
節
料
理
が
懐
か
し 

い
で
す
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
お
せ
ち
料
理
用
の
酢
蓮
を
丁
寧
に
作
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
う
ま
い
！ 

深
鍋
に
煮
込
む
ボ
ル
シ
チ
雪
の
夜 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
  

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
雪
の
降
る
夜
は
楽
し
い
ペ
チ
カ
、
の
歌
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
ボ
ル
シ
チ
と
ペ
チ
カ
は
ロ
シ
ア 

の
冬
で
む
ず
び
つ
き
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
ボ
ル
シ
チ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
発
祥
と
か
。
併
せ
て
さ
ま
ざ
ま
思
い
が
浮
か
ぶ
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
雪
の
夜
の
ボ
ル
シ
チ
を
深
い
鍋
で
煮
込
む
実
感
、
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。
美
味
で
し
ょ
う
。 

我
が
生
き
る
意
味
を
問
い
つ
つ
初
風
呂
に  

 
 

ゆ
た
か 

 
  

隆
さ
ん
・
・
・
一
年
に
一
度
人
生
の
意
味
を
問
う
。
そ
の
後
の
お
屠
蘇
が
答
え
か
も
。 
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初
富
士
の
龍
神
の
ご
と
海
に
立
つ 

 
 
 
 
 
   

昇 
 
 
  

五
郎
太
さ
ん
・
・
・
干
支
に
か
け
た
大
き
な
景
。 

山
道
の
地
蔵
の
頭
残
る
雪 

 
 
 
 
 
 
 
   

国
護 

 
  

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
山
道
の
傍
ら
の
お
地
蔵
さ
ん
、
頭
に
残
る
雪
で
、
寒
そ
う
な
感
じ
を
上
手
く
詠
ん
で
い 

る
。 

津
波
跡
廃
市
を
覆
ふ
雪
の
空 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
  

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
廃
市
と
い
う
捉
え
方
が
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
下
五
が
な
ん
と
も
辛
い
で
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
降
る
雪
や
津
波
の
あ
と
の
朝
市
場
」
で
は
い
か
が
。
視
点
を
「
廃
市
」
へ
。 

去
年
今
年
棒
に
残
り
し
深
き
痕 

 
 
 
 
 
 

百
合
子 

  
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
虚
子
の
「
去
年
今
年
貫
く
棒
の
如
き
も
の
」
の
本
歌
取
り
。
棒
の
傷
は
地
震
か
、
事
故
か
、 

裏
金
か
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
虚
子
の
名
句
「
去
年
今
年
貫
く
棒
の
如
き
も
の
」
を
伝
え
た
ら
、
意
外
や
教
育
現
場
で
教
師
が 

受
験
生
を
励
ま
す
と
き
に
受
験
生
の
受
け
が
い
い
ら
し
い
。
県
立
高
校
長
談
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
な
か
な
か
出
来
な
い
本
歌
取
り
で
す
ね
。
消
え
る
痕
も
あ
る
が
決
し
て
消
え
な
い
痕
が
深
く
刻 

ま
れ
て
も
い
る
。
大
晦
日
と
元
日
の
境
目
の
、
後
悔
と
希
望
に
揺
れ
て
い
る
時
間
。 

 

三
点
句 

年
の
豆
噛
み
な
が
ら
読
む
鬼
平
帳 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・「
年
の
豆
」
は
「
鬼
は
外
」。「
鬼
平
犯
科
帳
」
と
は
「
鬼
」
つ
な
が
り
。 

浅
草
か
ら
巣
立
つ
若
手
の
初
芝
居 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
浅
草
の
劇
場
の
賑
わ
い
が
ま
ざ
ま
ざ
と
浮
か
ん
で
来
ま
す
。 

紀
久
男
・
・
・
・
松
也
・
巳
之
助
・
隼
人
・
米
吉
等
若
手
等
の
溌
溂
と
し
た
芸
は
、
伸
び
盛
り
で
大
い
に
期
待 

さ
れ
ま
す
。
菊
之
助
や
獅
童
ら
も
こ
こ
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、
鍛
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

凧
上
げ
る
子
等
を
見
か
け
ぬ
野
原
か
な 

 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
子
供
時
代
、
正
月
に
凧
あ
げ
す
る
の
が
楽
し
み
な
子
供
で
し
た
。
風
に
乗
っ
て
ぐ
ん
ぐ
ん 

昇
っ
て
い
く
凧
、
あ
の
爽
快
感
は
忘
れ
ら
ま
せ
ん
。
野
原
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
る 

の
で
し
ょ
う
が
、
最
近
は
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。 

子
も
親
も
皆
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
昭
和
か
な 

 
 
 

正
己 

 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
確
か
に
み
ん
な
綿
入
れ
を
着
て
い
ま
し
た
ね
。
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
今
は
フ
リ
ー
ス
全
盛
時
代
で
す
が
、
昭
和
は
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
で
し
た
。
私
も
母
手
製
の 

 
 

 
 

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
着
込
ん
で
ぬ
く
ぬ
く
し
て
い
ま
し
た
。 

紀
久
男
・
・
・
・
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り
で
す
。
小
生
も
褞
袍
（
ど
て
ら
）
着
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。 

村
恋
し
地
蔵
菩
薩
の
赤
頭
巾 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
田
舎
の
田
園
風
景
が
懐
か
し
い
で
す 

元
旦
や
若
き
雌
鶏
初
た
ま
ご 

 
 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
能
登
地
震
前
の
一
句
。“
初
た
ま
ご
”
が
い
い
で
す
な
。
今
回
の
正
月
の
佳
作
。 

初
寄
席
や
積
る
憂
き
こ
と
忘
れ
つ
つ 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
桂
米
朝
一
門
落
語
会
） 

孤
舟
選
者
・
・
・
落
語
・
漫
才
を
見
て
い
る
と
、
日
頃
の
悩
み
や
苦
し
み
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
。 

 

二
点
句 

お
目
出
と
う
云
へ
ぬ
正
月
な
ゐ
と
事
故 

 
 
 
 

忠
彦 

 
  

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
能
登
の
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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木
蓮
の
冬
芽
ふ
く
ら
む
開
基
廟 

 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
  

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
鎌
倉
の
円
覚
寺
で
し
ょ
う
か
？
こ
こ
に
も
春
が
近
づ
い
て
い
る
と
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
胸
塞
が
る
出
来
事
が
多
い
中
、
こ
の
句
に
は
希
望
を
感
じ
ま
し
た
。
天
変
地
異
は
あ
っ
て
も 

 
 

 
 

季
節
が
巡
れ
ば
芽
吹
く
生
命
・
・
・ 

初
筑
波
万
葉
の
歌
碑
か
が
よ
へ
り 

 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・「
か
が
よ
ふ
」
と
い
う
万
葉
の
言
葉
が
効
い
て
い
る
。 

正
己
さ
ん
・
・
・「
か
が
よ
へ
り
」
と
い
う
表
現
に
風
情
が
あ
り
ま
す
ね
。
（
こ
ん
な
ふ
う
に
見
え
る
（
思
え 

る
？
）
こ
と
が
う
ら
や
ま
し
い
。） 

花
び
ら
餅
「
良
い
お
年
を
」
と
渡
さ
る
る 

 
 
 

千
恵 

 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
今
年
は
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
羨
ま
し
い
。 

紀
久
男
・
・
・
・「
さ
ゝ
ま
」
の
花
び
ら
餅
は
最
高
で
す
！
甘
辛
両
刀
遣
い
の
小
生
、
芝
居
帰
り
の
手
土
産
に 

良
く
利
用
し
て
い
ま
し
た
。 

初
日
待
つ
浜
辺
は
風
と
波
の
音 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
大
勢
の
人
が
浜
辺
で
初
日
の
出
を
固
唾
を
吞
ん
で
見
守
る
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
初
日
の
出
を
待
つ
浜
辺
の
静
け
さ
を
上
手
く
表
現
し
て
い
る
。 

我
が
庭
に
小
鳥
訪
れ
初
音
き
く 

 
 
 
 
   

ゆ
た
か 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
此
処
で
も
、
春
が
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。 

曽
祖
父
に
な
る
辰
年
の
御
正
月 

 
 
     

 
 

正
明 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
高
齢
化
時
代
と
は
い
え
、
少
子
化
の
も
と
曽
孫
に
恵
ま
れ
る
こ
と
は
目
出
度
い
。 

春
近
し
ふ
く
ら
雀
の
妊
婦
さ
ん 

 
     

 
 

百
合
子 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・「
ふ
く
ら
雀
」
は
妊
娠
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
比
喩
が
巧
み
。 

目
鼻
立
ち
奇
妙
が
よ
ろ
し
福
笑
ひ 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
福
笑
い
の
顔
立
ち
は
美
男
・
美
女
よ
り
お
か
め
・
ひ
ょ
っ
と
こ
の
方
が
良
い
。 

バ
ス
通
り
裏
の
山
茶
花
美
し
く 

 
 
 
 
   

 

規
雄 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
山
茶
花
の
当
た
り
年
で
し
ょ
う
か
。
一
杯
花
を
つ
け
ま
し
た
。 

「
バ
ス
通
り
裏
の
山
茶
花
赤
々
と
」
の
方
が
良
さ
そ
う
。 

※
孤
舟
選
者
・
・
・
下
五
「
美
し
く
」
と
直
接
的
に
は
詠
ま
ず
に
、
俳
句
で
は
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
る
語
句
を
考

え
る
べ
き
で
す
。 

出
張
は
鮟
鱇
次
第
大
洗 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
限
ら
れ
た
時
期
し
か
食
せ
な
い
も
の
へ
の
執
着
は
良
く
分
か
り
ま
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
大
洗
は
鮟
鱇
で
有
名
な
の
で
す
ね
！
地
方
の
祭
に
合
わ
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
っ
け
。 

 
 
 
 
 
 
 

一
点
句 

お
見
舞
い
の
賀
状
嬉
し
や
即
礼
状 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
病
気
見
舞
い
で
し
ょ
う
か
。
年
賀
状
も
良
い
働
き
を
す
る
も
の
。 

除
夜
の
夜
救
急
の
音
に
無
事
祈
る 

 
 
 
 
 
  

忠
彦 

 
 

 
 
 

 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・「
除
夜
の
夜
」
と
夜
が
重
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
下
五
の
「
無
事
祈
る
」
は
説
明
で
す
。 

作
者
の
感
情
を
表
現
せ
ず
、
物
を
詠
ん
で
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
の
が
俳
句
で
す
。「
除
夜
更
け
て
近 

づ
い
て
く
る
救
急
車
」
と
か
。
参
考
「
年
越
蕎
麦
待
て
ば
し
き
り
に
救
急
車 

水
原
秋
櫻
子
」 

お
伽
噺
を
聴
い
て
ゐ
る
炬
燵
猫 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

  
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
愚
痴
や
説
教
な
ら
猫
も
席
を
移
す
の
か
な
？ 

金
柳
の
先
を
結
び
て
年
迎
ふ 

 
 
 
 
 
 
  

五
郎
太 

 
  

康
敏
さ
ん
・
・
・
柳
の
枝
を
金
色
に
塗
っ
た
金
柳
は
長
く
て
ふ
に
ゃ
ふ
に
ゃ
し
て
扱
い
に
く
い
。
逆
に
そ
こ
を
上 
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手
く
利
用
し
て
、
お
正
月
の
生
け
花
を
仕
上
げ
た
。 

 

日
々
替
わ
る
気
温
の
変
化
や
小
夜
時
雨 

 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
何
と
も
解
ら
ぬ
予
測
不
能
の
毎
日 

老
い
の
身
に
は
堪
え
ま
す 

焼
き
芋
の
声
聞
か
さ
れ
て
サ
ン
ダ
ル
を 

 
 
 
 

國
護 

 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
急
が
な
い
と
声
が
遠
ざ
か
っ
て
行
く
。
靴
な
ん
か
履
く
時
間
が
な
い
。
良
く
わ
か
り
ま
す
。 

 
 
 

 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・「
焼
き
芋
の
声
」
で
、
作
者
の
耳
に
と
ど
い
て
い
る
の
が
分
か
る
の
で
「
聞
か
さ
れ 

て
」
は
余
計
で
す
。「
焼
芋
の
声
に
サ
ン
ダ
ル
突
っ
掛
け
て
」
で
は
如
何
。 

寒
波
来
る
歩
く
姿
も
縮
ま
り
て 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
寒
い
と
歩
く
姿
勢
も
丸
く
縮
こ
ま
っ
て
し
ま
う
。
よ
く
あ
る
風
景
を
面
白
く
捉
え
て
い
る
。 

 
 

 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
動
詞
が
三
つ
も
あ
り
ま
す
。
散
文
的
に
な
り
ま
す
。「
一
句
一
動
詞
」
を
目
指
す
べ
き 

で
す
。
併
せ
て
、
寒
波
が
来
る
か
ら
体
が
縮
ま
る
は
原
因
と
結
果
で
す
。
原
因
結
果 

は
理
屈
で
あ
っ
て
、
詩
で
は
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。 

※
こ
の
注
意
は
孤
舟
選
者
も
注
意
事
項
と
し
て
よ
く
指
摘
さ
れ
ま
す
。（
編
集
子
） 

元
日
や
天
人
災
の
告
げ
る
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
元
日
の
地
震
で
日
本
に
は
多
く
の
断
層
帯
が
あ
る
こ
と
改
め
て
認
識
、
天
災
人
災
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
日
は
わ
が
身
と
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た 

多
聞
寺
は
ち
ょ
っ
と
遠
く
て
七
福
神 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
隅
田
川
の
辺
り
で
し
ょ
う
か
。
正
月
の
風
情
を
感
じ
ま
す
。 

喪
中
な
り
年
玉
代
わ
り
に
お
小
遣
い 

 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
喪
中
で
も
年
玉
を
待
っ
て
い
る
。
年
玉
を
渡
す
人
の
気
持
ち
、
よ
く
分
る
。 

 

※20
24

年
初
句
会
に
寄
せ
て 

 

び
ん
さ
ん
・
・
・
今
回
は
新
た
な
年
を
迎
え
て
の
選
句
で
し
た
の
で
、
い
つ
も
よ
り
全
体
を
じ
っ
く
り
見
て
丁
寧
に
選
句
を
し

ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
気
が
付
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

全8
5

出
句
の
中
で
、
五
七
五
の
正
調
か
ら
外
れ
た
投
句
を
拾
い
出
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
中
七
の
字
余
り
だ
け
で
五
句
あ
り

ま
し
た
。（
上
句
の
字
余
り
は
許
容
範
囲
内
と
認
識
し
て
い
ま
す
）。
そ
の
字
余
り
の
例
を
並
べ
て
み
ま
す
と
、
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
句
意
・
句
感
を
大
き
く
損
な
わ
ず
に
五
七
五
の
作
句
が
可
能
で
は
な
い
か
と
思
え
る
も
の
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
些
か
気
に

な
り
な
が
ら
も
数
え
た
こ
と
も
無
か
っ
た
の
で
、
幾
分
驚
き
ま
し
た
。 

日
本
の
詩
は
俳
句
・
短
歌
・
自
由
詩
の
い
ず
れ
か
に
分
別
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
青
葉
会
と
し
て
は
、
こ
の
う
ち
の
俳

句
に
深
い
ご
縁
が
あ
っ
て
立
ち
上
げ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
そ
の
立
上
げ
の
時
期
か
ら
し
て
既
に
句
会
も
四
五
三
回

と
い
う
年
月
（
ひ
と
月
に
一
度
の
句
会
が
あ
っ
た
と
想
定
す
れ
ば38

年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
）
を
熱
意
を
も
っ
て
過
ご
し

て
き
た
伝
統
か
ら
し
て
も
、
い
ま
一
度 

五
七
五
の
正
調
に
立
ち
返
っ
て
み
る
時
と
考
え
る
者
で
す
が
、
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

【
次
回
お
よ
び
次
々
回 

青
葉
会
】
ご
注
意
‼ 

次
回2

月
句
会
は
第
五
木
曜
日29

日
で
す
！ 

 
2024

年2

月29

日(

木) 
13

時
よ
り
青
葉
会
句
会 

 
 
 
 

於
：
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋 

世
田
谷
区
施
設 

 
 

参
加
者
は
出
句
５
句
。
ご
投
句
の
方
は
２
句
、
を
目
処
と
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

 
 

２
月27

日
（
火
）
中
、
編
集
の
星
田
啓
子
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

※
今
年
は
今
月2

月
と
、3

月
が
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
日
程
と
な
り
ま
す
。3

月
は
第
三
週
の
木
曜
日21

日
で
す
。 

向
後
決
ま
っ
て
い
る
句
会
日
程
一
覧
を
添
付
致
し
ま
し
た
の
で
、
ご
確
認
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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❖ 

❖ 

❖ 

❖ 

❖ 

❖ 

❖ 
【
青
葉
会
報
】 

一
、 

令
和
六
年
青
葉
会
初
句
会
は
、
冒
頭
ご
出
席
者
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
十
名
で
の
丸
紅
本
社

４
階
会
議
室
を
借
り
て
の
句
会
と
な
り
ま
し
た
。
ほ
ぼ
例
月
ご
出
席
の
方
々
に
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
選
句
会
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。（
句
会
に
は
毎
回
で
な
く
と
も
ご
都
合
の
つ
く
方
に
は
是
非
と
も
ご
参
加
い
た
だ
き
た
く
、
よ
し
ん
ば
そ
れ

が
一
年
に
一
度
の
こ
と
で
も
、
大
歓
迎
で
す
。
作
句
さ
れ
た
方
々
と
の
様
々
な
想
い
や
日
常
の
お
暮
ら
し
の
こ
と
な
ど
、

非
日
常
か
も
し
れ
な
い
ひ
と
時
を
語
り
合
い
お
過
ご
し
く
だ
さ
る
こ
と
を
念
願
し
て
お
り
ま
す
。
） 

そ
の
後
は
初
句
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
急
遽
、
竹
橋
毎
日
新
聞
社
ビ
ル
の
赤
坂
飯
店
に
て
新
年
会
と
な
り
ま
し
た
。

句
会
結
果
は
ご
覧
の
よ
う
に
、
と
み
子
さ
ん
、
盛
雄
さ
ん
、
孤
舟
選
者
、
康
敏
さ
ん
、
五
郎
太
さ
ん
、
び
ん
さ
ん
が
高
得

点
で
し
た
。 

今
年
は
元
日
の
夕
方
、
里
帰
り
し
て
最
も
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
に 

国
と
し
て
も
想
定
外
と
も
云
わ
れ
る
深
度
７
を 

 
 

計
測
し
た
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
ご
親
戚
或
い
は
知
人
な
ど
居
る
い
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
皆
さ
ま
に
於
か 

 
 

れ
て
も
ど
れ
ほ
ど
に
心
を
痛
め
て
お
ら
れ
る
か
、
こ
の
青
葉
会
句
会
場
で
も
多
く
語
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、 

ご
出
句
に
も
こ
の
災
害
現
場
へ
心
を
寄
せ
ら
れ
る
句
が
多
く
、
選
句
に
も
そ
の
分
現
地
を
慮
る
お
気
持
ち
が
現
れ
る
結 

果
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
茲
に
改
め
て
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

 

二
、
孤
舟
選
者 

近
詠 

 
 
 

裂
帛
の
こ
ゑ
白
鳥
の
諍
へ
り 

 

寒
暁
や
生
み
た
て
卵
こ
つ
と
割
る 

 
 

鬢
付
の
匂
ふ
都
電
や
初
相
撲 

 
 
 

俥
屋
の
意
気
軒
昂
や
寒
四
郎 

 
 

阿
吽
の
呼
吸
鷹
匠
は
鷹
放
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
、
関
係
者
近
詠 

心
技
体
競
う
土
俵
の
淑
気
か
な 

 
 
 
 

盛
雄 

散
切
り
の
力
士
頼
も
し
正
月
場
所 

 
 
 
 

仝 

 

 
 

 

・
・
丸
紅
社
友
会
「
新
春
企
画 

年
男
・
年
女
か
ら
の
便
り
」
に 

 
 
 
 
 
 

青
葉
会 

紀
久
男
さ
ん
、
孤
舟
さ
ん
、
恵
洲
さ
ん
の
お
三
方
の
便
り
が
掲
載
さ
れ
て
龍
平
さ
ん
か
ら
の
一
句
・
・ 

新
春
を
青
葉
三
役
キ
ッ
ク
オ
フ 

 
 
 
 

龍
平 

 

※
今
回
の
関
係
者
近
詠
に
は
、
珍
し
い
方
が
ご
登
場
で
す
。
今
後
は
時
に
選
句
な
ど
の
メ
ー
ル
や
り
取
り
で
い
た
だ
く 

句
を
お
仲
間
の
近
況
と
し
て
お
届
け
し
て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。 

 

四
、「
森
の
座
」「
き
さ
ら
ぎ
」
関
係
者
近
詠
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  
 

令
和
六
年
二
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 


